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１ 【半期報告書の訂正報告書の提出理由】

平成22年12月27日に提出いたしました第70期中（自 平成22年4月1日 至 平成22年９月30日）の半期報告書の

記載事項の一部に訂正を要する箇所がありましたので、金融商品取引法第24条の２第１項の規定に基づき、これを

訂正するため半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

なお、訂正後の中間連結財務諸表および中間財務諸表につきましては、有限責任 あずさ監査法人により監査を

受けており、その中間監査報告書を添付しております。

 

 

２ 【訂正事項】

第一部 企業情報

　第１　企業の概況

　　　　１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

　　　　１　業績等の概要

　　　　７　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

第５　経理の状況

１　中間連結財務諸表等

　(1) 中間連結財務諸表

　　　　①　中間連結貸借対照表

　　　　②　中間連結損益計算書

　　　　③　中間連結株主資本等変動計算書

　　　　④　中間連結キャッシュ・フロー計算書

　　表示方法の変更

　　注記事項

（セグメント情報等）

　　　　　　　　（１株当たり情報）

２　中間財務諸表等

　(1) 中間財務諸表

　　①　中間貸借対照表

　　　　　　　　　②　中間損益計算書

　　　　　　　　　③　中間株主資本等変動計算書

中間監査報告書

 

 

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。
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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

（訂正前）

１ 【主要な経営指標等の推移】

(1) 連結経営指標等

 

回次 第68期中 第69期中 第70期中 第68期 第69期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　９月30日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成21年
　　９月30日

自　平成22年
　　４月１日
至　平成22年
　　９月30日

自　平成20年
　　４月１日
至　平成21年
　　３月31日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成22年
　　３月31日

営業収益 (百万円) 40,580 36,642 37,614 78,724 74,252

経常利益
または経常損失（△）

(百万円) △673 870 555 △207 1,203

中間(当期)純利益または
中間(当期)純損失（△）

(百万円) △648 488 311 △713 558

純資産額 (百万円) 20,790 21,303 21,586 20,746 21,410

総資産額 (百万円) 82,102 80,560 80,815 79,258 81,484

１株当たり純資産額 (円) 715.13 731.20 738.99 713.04 733.74

１株当たり中間(当期)
純利益または
中間(当期)純損失（△）

(円) △22.70 17.08 10.89 △24.97 19.54

潜在株式調整後１株当た
り中間(当期)純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) 24.87 25.91 26.10 25.68 25.70

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △22 1,785 529 1,508 4,194

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △375 △779 △1,101 △921 △1,891

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 243 △882 454 △306 △2,299

現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高

(百万円) 1,778 2,337 2,099 2,213 2,217

従業員数
〔外、平均臨時
雇用者数〕

(名)
5,805
〔1,460〕

5,658
〔1,296〕

5,681
〔1,340〕

5,693
〔1,440〕

5,644
〔1,350〕

(注) １　営業収益には消費税等は含んでおりません。

２　潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益は、潜在株式がありませんので記載しておりません。
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(2) 提出会社の経営指標等

 

回次 第68期中 第69期中 第70期中 第68期 第69期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　９月30日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成21年
　　９月30日

自　平成22年
　　４月１日
至　平成22年
　　９月30日

自　平成20年
　　４月１日
至　平成21年
　　３月31日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成22年
　　３月31日

営業収益 (百万円) 36,615 33,373 34,169 71,226 67,762

経常利益または
経常損失（△）

(百万円) △735 605 402 △317 752

中間(当期)純利益または
中間(当期)純損失（△）

(百万円) △590 351 255 △654 339

資本金 (百万円) 2,120 2,120 2,120 2,120 2,120

発行済株式総数 (千株) 28,600 28,600 28,600 28,600 28,600

純資産額 (百万円) 19,985 20,301 20,381 19,922 20,290

総資産額 (百万円) 76,899 75,531 75,485 74,404 76,411

１株当たり配当額 (円) ― ― ― ― 5.00

自己資本比率 (％) 25.99 26.88 27.00 26.78 26.55

従業員数
〔外、平均臨時雇用者数〕

(名)
4,690
〔1,322〕

4,599
〔1,169〕

4,631
〔1,231〕

4,634
〔1,305〕

4,587
〔1,226〕

(注) １　営業収益には消費税等は含んでおりません。

　　　 ２　「１株当たり純資産額」、「１株当たり中間（当期）純利益または中間（当期）純損失（△）」および「潜在株式調整

後１株当たり中間（当期）純利益」については、中間連結財務諸表を作成しているため記載を省略しております。
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（訂正後）

１ 【主要な経営指標等の推移】

(1) 連結経営指標等

 

回次 第68期中 第69期中 第70期中 第68期 第69期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　９月30日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成21年
　　９月30日

自　平成22年
　　４月１日
至　平成22年
　　９月30日

自　平成20年
　　４月１日
至　平成21年
　　３月31日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成22年
　　３月31日

営業収益 (百万円) 40,580 36,642 37,614 78,724 74,252

経常利益
または経常損失（△）

(百万円) △648 905 560 △192 1,236

中間(当期)純利益または
中間(当期)純損失（△）

(百万円) △633 508 314 △704 578

純資産額 (百万円) 20,941 21,468 21,754 20,891 21,575

総資産額 (百万円) 82,253 80,725 80,983 79,403 81,649

１株当たり純資産額 (円) 720.41 737.01 744.86 718.12 739.51

１株当たり中間(当期)
純利益または
中間(当期)純損失（△）

(円) △22.19 17.80 10.99 △24.65 20.23

潜在株式調整後１株当た
り中間(当期)純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) 25.01 26.06 26.25 25.82 25.85

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △22 1,785 529 1,508 4,194

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △375 △779 △1,101 △921 △1,891

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 243 △882 454 △306 △2,299

現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高

(百万円) 1,778 2,337 2,099 2,213 2,217

従業員数
〔外、平均臨時
雇用者数〕

(名)
5,805
〔1,460〕

5,658
〔1,296〕

5,681
〔1,340〕

5,693
〔1,440〕

5,644
〔1,350〕

(注) １　営業収益には消費税等は含んでおりません。

２　潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益は、潜在株式がありませんので記載しておりません。
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(2) 提出会社の経営指標等

 

回次 第68期中 第69期中 第70期中 第68期 第69期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　９月30日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成21年
　　９月30日

自　平成22年
　　４月１日
至　平成22年
　　９月30日

自　平成20年
　　４月１日
至　平成21年
　　３月31日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成22年
　　３月31日

営業収益 (百万円) 36,615 33,373 34,169 71,226 67,762

経常利益または
経常損失（△）

(百万円) △710 640 407 △302 785

中間(当期)純利益または
中間(当期)純損失（△）

(百万円) △576 372 258 △646 359

資本金 (百万円) 2,120 2,120 2,120 2,120 2,120

発行済株式総数 (千株) 28,600 28,600 28,600 28,600 28,600

純資産額 (百万円) 20,136 20,467 20,549 20,067 20,455

総資産額 (百万円) 77,050 75,697 75,653 74,549 76,576

１株当たり配当額 (円) ― ― ― ― 5.00

自己資本比率 (％) 26.04 27.04 27.16 26.92 26.71

従業員数
〔外、平均臨時雇用者数〕

(名)
4,690
〔1,322〕

4,599
〔1,169〕

4,631
〔1,231〕

4,634
〔1,305〕

4,587
〔1,226〕

(注) １　営業収益には消費税等は含んでおりません。

　　　 ２　「１株当たり純資産額」、「１株当たり中間（当期）純利益または中間（当期）純損失（△）」および「潜在株式調整

後１株当たり中間（当期）純利益」については、中間連結財務諸表を作成しているため記載を省略しております。
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第２ 【事業の状況】

（訂正前）

１ 【業績等の概要】

(1) 業績

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、リーマンショックから順調な回復を続けており、個人消費におい

ては、エコカー補助や家電エコポイント等の経済対策が継続実施されたため、持ち直しの傾向が続きました。し

かし、補助制度が終了することにより、本格的に回復したとは云えない個人消費に及ぼす影響が懸念される一

方、８月以降の急速な円高・株安による景気押し下げや、依然として高い失業率もあり厳しさが残る状況にあり

ました。

当トラック運送業界においても、総輸送量は回復基調で推移しましたが、過当競争の激化による運賃率低下等

により厳しい状態が続きました。一方経費面に於いては、燃料価格の高止まり、安全対策や環境対策等のコスト、

更には人件費の社会保険料等の上昇も事業経営に影響を及ぼしました。

斯かる状況の下、当社グループ（当社、連結子会社および持分法適用関連会社）は、安全輸送と輸送品質向上

により顧客への信頼を高めつつ、基幹事業である特別積合せ事業の収益性改善、およびロジスティクス事業の規

模拡大を図った結果、営業収益は37,614百万円（前中間連結会計期間比102.7％）、営業利益は694百万円（前中

間連結会計期間比70.0％）、経常利益は555百万円（前中間連結会計期間比63.8％）、車両購入に係る国庫補助

金252百万円を特別利益に計上後の中間純利益は311百万円（前中間連結会計期間比63.8％）となりました。

セグメントの業績を示すと、次の通りであります。

　　①　物流関連事業

　　　　営業収益は36,743百万円であります。　　営業利益は559百万円であります。

　　②　コンピュータ関連機器販売事業

　　　　営業収益は649百万円であります。　　営業利益は19百万円であります。

　　③　不動産賃貸事業

　　　　営業収益は146百万円であります。　　営業利益は95百万円であります。

　　④　その他

　　　　営業収益は76百万円であります。　　営業利益は44百万円であります。

 

(2) キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物は、前中間連結会計期間と比べ238百万円（10.2％）減少

し、当中間連結会計期間末には2,099百万円となりました。

　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　当中間連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは529百万円であり、前年同期に比べ1,256百

万円（70.4％）の減少となりました。

　　　　これは、未払費用の減少等により、その他が1,402百万円減少したこと等によるものであります。

 

EDINET提出書類

第一貨物株式会社(E04183)

訂正半期報告書

 7/50



　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　当中間連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは△1,101百万円であり、前年同期に比べ322

百万円（41.3％）の減少となりました。

　　　　これは、有形固定資産の取得による支出が723百万円増加したこと等によるものであります。

 

　　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　当中間連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは454百万円であり、前年同期に比べ1,336百

万円の増加となりました。

　　　　これは、長期借入れによる収入が1,525百万円増加したこと等によるものであります。

 

 

 

７ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　(1) 財政状態の分析

　　　（資産の部）

　　　　　当中間連結会計期間末における資産の部合計は80,815百万円であり、前中間連結会計期間末に比べて255百万

円（0.3％）増加いたしました。この内、流動資産の増加は92百万円であり、これは営業未収入金の増加等に

よるものであります。また、固定資産の増加は163百万円であり、これは建物やリース資産等の増加により有

形固定資産が303百万円増加したこと、借地借家権等の増加により無形固定資産が121百万円増加したこと、

および差入保証金等の減少により投資その他の資産が261百万円減少したこと等によるものであります。

 

　　　（負債の部）

　　　　　当中間連結会計期間末における負債の部合計は59,229百万円であり、前中間連結会計期間末に比べて28百万円

減少いたしました。この内、流動負債は370百万円の減少であり、これは社債および借入金の減少254百万円、

未払金の減少383百万円等によるものであります。一方、固定負債は342百万円増加しており、これは社債お

よび借入金が286百万円増加したこと等によるものであります。

 

　　　（純資産の部）

　　　　　当中間連結会計期間末における純資産の部合計は21,586百万円であり、前中間連結会計期間末に比べて283百

万円（1.3％）増加いたしました。これは、中間純利益の計上による利益剰余金の増加が241百万円あったこ

と等によるものであります。

 

 

EDINET提出書類

第一貨物株式会社(E04183)

訂正半期報告書

 8/50



（訂正後）

１ 【業績等の概要】

(1) 業績

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、リーマンショックから順調な回復を続けており、個人消費におい

ては、エコカー補助や家電エコポイント等の経済対策が継続実施されたため、持ち直しの傾向が続きました。し

かし、補助制度が終了することにより、本格的に回復したとは云えない個人消費に及ぼす影響が懸念される一

方、８月以降の急速な円高・株安による景気押し下げや、依然として高い失業率もあり厳しさが残る状況にあり

ました。

当トラック運送業界においても、総輸送量は回復基調で推移しましたが、過当競争の激化による運賃率低下等

により厳しい状態が続きました。一方経費面に於いては、燃料価格の高止まり、安全対策や環境対策等のコスト、

更には人件費の社会保険料等の上昇も事業経営に影響を及ぼしました。

斯かる状況の下、当社グループ（当社、連結子会社および持分法適用関連会社）は、安全輸送と輸送品質向上

により顧客への信頼を高めつつ、基幹事業である特別積合せ事業の収益性改善、およびロジスティクス事業の規

模拡大を図った結果、営業収益は37,614百万円（前中間連結会計期間比102.7％）、営業利益は699百万円（前中

間連結会計期間比68.1％）、経常利益は560百万円（前中間連結会計期間比61.9％）、車両購入に係る国庫補助

金252百万円を特別利益に計上後の中間純利益は314百万円（前中間連結会計期間比61.8％）となりました。

セグメントの業績を示すと、次の通りであります。

　　①　物流関連事業

　　　　営業収益は36,743百万円であります。　　営業利益は564百万円であります。

　　②　コンピュータ関連機器販売事業

　　　　営業収益は649百万円であります。　　営業利益は19百万円であります。

　　③　不動産賃貸事業

　　　　営業収益は146百万円であります。　　営業利益は95百万円であります。

　　④　その他

　　　　営業収益は76百万円であります。　　営業利益は44百万円であります。

 

(2) キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物は、前中間連結会計期間と比べ238百万円（10.2％）減少

し、当中間連結会計期間末には2,099百万円となりました。

　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　当中間連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは529百万円であり、前年同期に比べ1,256百

万円（70.4％）の減少となりました。

　　　　これは、未払費用の減少等により、その他が1,372百万円減少したこと等によるものであります。
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　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　当中間連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは△1,101百万円であり、前年同期に比べ322

百万円（41.3％）の減少となりました。

　　　　これは、有形固定資産の取得による支出が723百万円増加したこと等によるものであります。

 

　　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　当中間連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは454百万円であり、前年同期に比べ1,336百

万円の増加となりました。

　　　　これは、長期借入れによる収入が1,525百万円増加したこと等によるものであります。

 

 

 

７ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　(1) 財政状態の分析

　　　（資産の部）

　　　　　当中間連結会計期間末における資産の部合計は80,983百万円であり、前中間連結会計期間末に比べて258百万

円（0.3％）増加いたしました。この内、流動資産の増加は95百万円であり、これは営業未収入金の増加等に

よるものであります。また、固定資産の増加は163百万円であり、これは建物やリース資産等の増加により有

形固定資産が303百万円増加したこと、借地借家権等の増加により無形固定資産が121百万円増加したこと、

および差入保証金等の減少により投資その他の資産が261百万円減少したこと等によるものであります。

 

　　　（負債の部）

　　　　　当中間連結会計期間末における負債の部合計は59,229百万円であり、前中間連結会計期間末に比べて28百万円

減少いたしました。この内、流動負債は370百万円の減少であり、これは社債および借入金の減少254百万円、

未払金の減少383百万円等によるものであります。一方、固定負債は342百万円増加しており、これは社債お

よび借入金が286百万円増加したこと等によるものであります。

 

　　　（純資産の部）

　　　　　当中間連結会計期間末における純資産の部合計は21,754百万円であり、前中間連結会計期間末に比べて286百

万円（1.3％）増加いたしました。これは、中間純利益の計上による利益剰余金の増加が244百万円あったこ

と等によるものであります。
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第５ 【経理の状況】

（訂正前）

１　中間連結財務諸表および中間財務諸表の作成方法について

(1) 当社の中間連結財務諸表は、「中間連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成11年大蔵省

令第24号。以下「中間連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　　なお、前中期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の中間連結財務諸表規則

に基づき、当中間連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）は、改正後の中間連結財務諸表

規則に基づいて作成しております。

 

(2) 当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和52年大蔵省令第38

号。以下「中間財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

　　なお、前中間会計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の中間財務諸表等規則に基づ

き、当中間会計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）は、改正後の中間財務諸表等規則に基づい

て作成しております。

 

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前中間連結会計期間（平成21年４月１日から平成

21年９月30日まで）および前中間会計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）の中間連結財務諸表

および中間財務諸表については、あずさ監査法人により中間監査を受け、当中間連結会計期間（平成22年４月１日

から平成22年９月30日まで）および当中間会計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）の中間連結

財務諸表および中間財務諸表については、有限責任 あずさ監査法人により中間監査を受けております。

なお、あずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年７月１日をもって有限責任 あずさ監査法人と

なりました。
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（訂正後）

１　中間連結財務諸表および中間財務諸表の作成方法について

(1) 当社の中間連結財務諸表は、「中間連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成11年大蔵省

令第24号。以下「中間連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　　なお、前中期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の中間連結財務諸表規則

に基づき、当中間連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）は、改正後の中間連結財務諸表

規則に基づいて作成しております。

 

(2) 当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和52年大蔵省令第38

号。以下「中間財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

　　なお、前中間会計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の中間財務諸表等規則に基づ

き、当中間会計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）は、改正後の中間財務諸表等規則に基づい

て作成しております。

 

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前中間連結会計期間（平成21年４月１日から平成

21年９月30日まで）および前中間会計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）の中間連結財務諸表

および中間財務諸表については、あずさ監査法人により中間監査を受け、当中間連結会計期間（平成22年４月１日

から平成22年９月30日まで）および当中間会計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）の中間連結

財務諸表および中間財務諸表については、有限責任 あずさ監査法人により中間監査を受けております。

また、金融商品取引法第24条の２第１項の規定に基づき、半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、訂正

後の中間連結財務諸表および中間財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人の中間監査を受けております。

なお、あずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年７月１日をもって有限責任 あずさ監査法人と

なりました。
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１ 【中間連結財務諸表等】

(1) 【中間連結財務諸表】

① 【中間連結貸借対照表】

(訂正前)

(単位：百万円)

 
前中間連結会計期間末
(平成21年９月30日)

当中間連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度の
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部    

　流動資産    

　　現金及び預金 3,151 3,024 3,127

　　受取手形 ※1,※4　1,167 ※1,※4　1,252 ※1,※4　1,184

　　営業未収入金 10,145 10,468 10,384

　　有価証券 3 － －

　　たな卸資産 221 200 187

　　繰延税金資産 305 234 609

　　その他 534 439 522

　　貸倒引当金 △33 △32 △32

　　流動資産合計 15,493 15,585 15,981

　固定資産    

　　有形固定資産    

　　　建物(純額) ※3,※4　13,069 ※3,※4　13,488 ※3,※4　13,731

　　　車両運搬具(純額) ※3,※4　1,748 ※3,※4　1,482 ※3,※4　1,606

　　　土地 ※3,※4,※5　43,980 ※3,※4,※5　43,974 ※3,※4,※5　43,976

　　　その他(純額) ※4　2,859 ※4　3,015 ※4　2,818

　　　有形固定資産合計 ※2　61,656 ※2　61,959 ※2　62,131

　　無形固定資産 714 835 859

　　投資その他の資産    

　　　繰延税金資産 37 46 17

　　　その他 2,706 2,431 2,534

　　　貸倒引当金 △46 △41 △38

　　　投資その他の資産合計 2,697 2,436 2,513

　　固定資産合計 65,067 65,230 65,503

　資産合計 80,560 80,815 81,484
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(単位：百万円)

 
前中間連結会計期間末
(平成21年９月30日)

当中間連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度の
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部    

　流動負債    

　　支払手形 53 95 74

　　営業未払金 6,372 6,340 6,514

　　１年内償還予定の社債 － ※4　1,000 －

　　短期借入金 ※4,※7　16,899 ※4,※7　15,645 ※4,※7　15,201

　　リース債務 247 369 294

　　未払金 ※6　2,423 ※6　2,040 2,985

　　未払法人税等 165 174 370

　　未払費用 2,914 2,988 3,837

　　賞与引当金 40 32 23

　　その他 433 493 452

　　流動負債合計 29,546 29,176 29,750

　固定負債    

　　社債 ※4　1,100 100 ※4　1,100

　　長期借入金 ※4,※7　10,368 ※4,※7　11,654 ※4,※7　11,042

　　リース債務 845 1,070 877

　　長期未払金 609 273 311

　　退職給付引当金 3,385 3,387 3,349

　　役員退職慰労引当金 232 258 249

　　資産除去債務 － 41 －

　　負ののれん 29 9 11

　　再評価に係る繰延税金負債 ※5　10,665 ※5　10,663 ※5　10,664

　　繰延税金負債 2,059 2,193 2,321

　　その他 419 405 400

　　固定負債合計 29,711 30,053 30,324

　負債合計 59,257 59,229 60,074

純資産の部    

　株主資本    

　　資本金 2,120 2,120 2,120

　　資本剰余金 562 562 562

　　利益剰余金 9,082 9,323 9,154

　　自己株式 △8 △8 △8

　　株主資本合計 11,756 11,997 11,828

　評価・換算差額等    

　　その他有価証券評価差額金 43 22 44

　　土地再評価差額金 ※5　9,074 ※5　9,071 ※5　9,072

　　評価・換算差額等合計 9,117 9,093 9,116

　少数株主持分 430 496 466

　純資産合計 21,303 21,586 21,410

負債純資産合計 80,560 80,815 81,484

 

EDINET提出書類

第一貨物株式会社(E04183)

訂正半期報告書

14/50



(訂正後)

(単位：百万円)

 
前中間連結会計期間末
(平成21年９月30日)

当中間連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度の
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部    

　流動資産    

　　現金及び預金 3,151 3,024 3,127

　　受取手形 ※1,※4　1,167 ※1,※4　1,252 ※1,※4　1,184

　　営業未収入金 10,145 10,468 10,384

　　有価証券 3 － －

　　たな卸資産 221 200 187

　　繰延税金資産 192 120 498

　　その他 812 721 798

　　貸倒引当金 △33 △32 △32

　　流動資産合計 15,658 15,753 16,146

　固定資産    

　　有形固定資産    

　　　建物(純額) ※3,※4　13,069 ※3,※4　13,488 ※3,※4　13,731

　　　車両運搬具(純額) ※3,※4　1,748 ※3,※4　1,482 ※3,※4　1,606

　　　土地 ※3,※4,※5　43,980 ※3,※4,※5　43,974 ※3,※4,※5　43,976

　　　その他(純額) ※4　2,859 ※4　3,015 ※4　2,818

　　　有形固定資産合計 ※2　61,656 ※2　61,959 ※2　62,131

　　無形固定資産 714 835 859

　　投資その他の資産    

　　　繰延税金資産 37 46 17

　　　その他 2,706 2,431 2,534

　　　貸倒引当金 △46 △41 △38

　　　投資その他の資産合計 2,697 2,436 2,513

　　固定資産合計 65,067 65,230 65,503

　資産合計 80,725 80,983 81,649
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(単位：百万円)

 
前中間連結会計期間末
(平成21年９月30日)

当中間連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度の
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部    

　流動負債    

　　支払手形 53 95 74

　　営業未払金 6,372 6,340 6,514

　　１年内償還予定の社債 － ※4　1,000 －

　　短期借入金 ※4,※7　16,899 ※4,※7　15,645 ※4,※7　15,201

　　リース債務 247 369 294

　　未払金 ※6　2,423 ※6　2,040 2,985

　　未払法人税等 165 174 370

　　未払費用 2,914 2,988 3,837

　　賞与引当金 40 32 23

　　その他 433 493 452

　　流動負債合計 29,546 29,176 29,750

　固定負債    

　　社債 ※4　1,100 100 ※4　1,100

　　長期借入金 ※4,※7　10,368 ※4,※7　11,654 ※4,※7　11,042

　　リース債務 845 1,070 877

　　長期未払金 609 273 311

　　退職給付引当金 3,385 3,387 3,349

　　役員退職慰労引当金 232 258 249

　　資産除去債務 － 41 －

　　負ののれん 29 9 11

　　再評価に係る繰延税金負債 ※5　10,665 ※5　10,663 ※5　10,664

　　繰延税金負債 2,059 2,193 2,321

　　その他 419 405 400

　　固定負債合計 29,711 30,053 30,324

　負債合計 59,257 59,229 60,074

純資産の部    

　株主資本    

　　資本金 2,120 2,120 2,120

　　資本剰余金 562 562 562

　　利益剰余金 9,247 9,491 9,319

　　自己株式 △8 △8 △8

　　株主資本合計 11,921 12,165 11,993

　評価・換算差額等    

　　その他有価証券評価差額金 43 22 44

　　土地再評価差額金 ※5　9,074 ※5　9,071 ※5　9,072

　　評価・換算差額等合計 9,117 9,093 9,116

　少数株主持分 430 496 466

　純資産合計 21,468 21,754 21,575

負債純資産合計 80,725 80,983 81,649
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② 【中間連結損益計算書】

(訂正前)

(単位：百万円)

 
前中間連結会計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

前連結会計年度の
要約連結損益計算書
(自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日)

営業収益 36,642 37,614 74,252

営業原価 34,064 35,402 69,627

営業総利益 2,578 2,212 4,625

販売費及び一般管理費    

　人件費 770 730 1,621

　賞与引当金繰入額 ― 4 3

　退職給付引当金繰入額 18 17 30

　役員退職慰労引当金繰入額 17 16 34

　施設使用料 196 141 336

　貸倒引当金繰入額 20 13 25

　その他 566 597 1,190

　販売費及び一般管理費合計 1,587 1,518 3,239

営業利益 991 694 1,386

営業外収益    

　受取利息 5 4 8

　受取配当金 16 16 20

　受取賃貸料 44 62 105

　受取諸手数料 23 24 45

　負ののれん償却額 17 2 35

　持分法による投資利益 ― 5 ―

　雑収入 51 58 149

　営業外収益合計 156 171 362

営業外費用    

　支払利息 270 260 530

　持分法による投資損失 5 ― 2

　雑支出 2 50 13

　営業外費用合計 277 310 545

経常利益 870 555 1,203

特別利益    

　有形固定資産売却益 ※1　2 ※1　2 ※1　3

　前期損益修正益 ※2　17 ※2　1 ※2　23

　その他 ※3　103 ※3　278 ※3　190

　特別利益合計 122 281 216

特別損失    

　有形固定資産売却損 ※4　23 ※4　28 ※4　43

　有形固定資産除却損 ※5　14 ※5　24 ※5　96

　投資有価証券評価損 0 24 ―

　減損損失 ― ※6　2 ※6　4

　その他 2 ※7　53 ※7　30

　特別損失合計 39 131 173

税金等調整前中間純利益 953 705 1,246

法人税、住民税及び事業税 102 125 322

法人税等調整額 315 232 292

法人税等合計 417 357 614

少数株主損益調整前中間純利益 ― 348 ―

少数株主利益 48 37 74

中間純利益 488 311 558
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(訂正後)

(単位：百万円)

 
前中間連結会計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

前連結会計年度の
要約連結損益計算書
(自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日)

営業収益 36,642 37,614 74,252

営業原価 34,031 35,396 69,596

営業総利益 2,611 2,218 4,656

販売費及び一般管理費    

　人件費 770 730 1,621

　賞与引当金繰入額 ― 4 3

　退職給付引当金繰入額 18 17 30

　役員退職慰労引当金繰入額 17 16 34

　施設使用料 194 142 334

　貸倒引当金繰入額 20 13 25

　その他 566 597 1,190

　販売費及び一般管理費合計 1,585 1,519 3,237

営業利益 1,026 699 1,419

営業外収益    

　受取利息 5 4 8

　受取配当金 16 16 20

　受取賃貸料 44 62 105

　受取諸手数料 23 24 45

　負ののれん償却額 17 2 35

　持分法による投資利益 ― 5 ―

　雑収入 51 58 149

　営業外収益合計 156 171 362

営業外費用    

　支払利息 270 260 530

　持分法による投資損失 5 ― 2

　雑支出 2 50 13

　営業外費用合計 277 310 545

経常利益 905 560 1,236

特別利益    

　有形固定資産売却益 ※1　2 ※1　2 ※1　3

　前期損益修正益 ※2　17 ※2　1 ※2　23

　その他 ※3　103 ※3　278 ※3　190

　特別利益合計 122 281 216

特別損失    

　有形固定資産売却損 ※4　23 ※4　28 ※4　43

　有形固定資産除却損 ※5　14 ※5　24 ※5　96

　投資有価証券評価損 0 24 ―

　減損損失 ― ※6　2 ※6　4

　その他 2 ※7　53 ※7　30

　特別損失合計 39 131 173

税金等調整前中間純利益 988 710 1,279

法人税、住民税及び事業税 102 125 322

法人税等調整額 330 234 305

法人税等合計 432 359 627

少数株主損益調整前中間純利益 ― 351 ―

少数株主利益 48 37 74

中間純利益 508 314 578
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③ 【中間連結株主資本等変動計算書】

(訂正前)

(単位：百万円)

 
前中間連結会計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

前連結会計年度の要約
連結株主資本等変動計算書
(自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日)

株主資本    

　資本金    

　　前期末残高 2,120 2,120 2,120

　　当中間期末残高 2,120 2,120 2,120

　資本剰余金    

　　前期末残高 562 562 562

　　当中間期末残高 562 562 562

　利益剰余金    

　　前期末残高 8,594 9,154 8,594

　　当中間期変動額    

　　　剰余金の配当 ― △143 ―

　　　中間純利益 488 311 558

　　　土地再評価差額金の取崩 ― 1 2

　　　当中間期変動額合計 488 169 560

　　当中間期末残高 9,082 9,323 9,154

　自己株式    

　　前期末残高 △7 △8 △7

　　当中間期変動額    

　　　自己株式の取得 △1 △0 △1

　　　当中間期変動額合計 △1 △0 △1

　　当中間期末残高 △8 △8 △8

　株主資本合計    

　　前期末残高 11,269 11,828 11,269

　　当中間期変動額    

　　　剰余金の配当 ― △143 ―

　　　中間純利益 488 311 558

　　　自己株式の取得 △1 △0 △1

　　　土地再評価差額金の取崩 ― 1 2

　　　当中間期変動額合計 487 169 559

　　当中間期末残高 11,756 11,997 11,828
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(単位：百万円)

 
前中間連結会計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

前連結会計年度の要約
連結株主資本等変動計算書
(自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日)

評価・換算差額等    

　その他有価証券評価差額金    

　　前期末残高 13 44 13

　　当中間期変動額    

　　　株主資本以外の項目の当中間期変動額(純額) 30 △22 31

　　　当中間期変動額合計 30 △22 31

　　当中間期末残高 43 22 44

　土地再評価差額金    

　　前期末残高 9,074 9,072 9,074

　　当中間期変動額    

　　　株主資本以外の項目の当中間期変動額(純額) ― △1 △2

　　　当中間期変動額合計 ― △1 △2

　　当中間期末残高 9,074 9,071 9,072

　評価・換算差額等合計    

　　前期末残高 9,087 9,116 9,087

　　当中間期変動額    

　　　株主資本以外の項目の当中間期変動額(純額) 30 △23 29

　　　当中間期変動額合計 30 △23 29

　　当中間期末残高 9,117 9,093 9,116

少数株主持分    

　前期末残高 390 466 390

　当中間期変動額    

　　株主資本以外の項目の当中間期変動額(純額) 40 30 76

　　当中間期変動額合計 40 30 76

　当中間期末残高 430 496 466

純資産合計    

　前期末残高 20,746 21,410 20,746

　当中間期変動額    

　　剰余金の配当 ― △143 ―

　　中間純利益 488 311 558

　　自己株式の取得 △1 △0 △1

　　土地再評価差額金の取崩 ― 1 2

　　株主資本以外の項目の当中間期変動額(純額) 70 7 105

　　当中間期変動額合計 557 176 664

　当中間期末残高 21,303 21,586 21,410
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(訂正後)

(単位：百万円)

 
前中間連結会計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

前連結会計年度の要約
連結株主資本等変動計算書
(自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日)

株主資本    

　資本金    

　　前期末残高 2,120 2,120 2,120

　　当中間期末残高 2,120 2,120 2,120

　資本剰余金    

　　前期末残高 562 562 562

　　当中間期末残高 562 562 562

　利益剰余金    

　　前期末残高 8,739 9,319 8,739

　　当中間期変動額    

　　　剰余金の配当 ― △143 ―

　　　中間純利益 508 314 578

　　　土地再評価差額金の取崩 ― 1 2

　　　当中間期変動額合計 508 172 580

　　当中間期末残高 9,247 9,491 9,319

　自己株式    

　　前期末残高 △7 △8 △7

　　当中間期変動額    

　　　自己株式の取得 △1 △0 △1

　　　当中間期変動額合計 △1 △0 △1

　　当中間期末残高 △8 △8 △8

　株主資本合計    

　　前期末残高 11,414 11,993 11,414

　　当中間期変動額    

　　　剰余金の配当 ― △143 ―

　　　中間純利益 508 314 578

　　　自己株式の取得 △1 △0 △1

　　　土地再評価差額金の取崩 ― 1 2

　　　当中間期変動額合計 507 172 579

　　当中間期末残高 11,921 12,165 11,993
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(単位：百万円)

 
前中間連結会計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

前連結会計年度の要約
連結株主資本等変動計算書
(自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日)

評価・換算差額等    

　その他有価証券評価差額金    

　　前期末残高 13 44 13

　　当中間期変動額    

　　　株主資本以外の項目の当中間期変動額(純額) 30 △22 31

　　　当中間期変動額合計 30 △22 31

　　当中間期末残高 43 22 44

　土地再評価差額金    

　　前期末残高 9,074 9,072 9,074

　　当中間期変動額    

　　　株主資本以外の項目の当中間期変動額(純額) ― △1 △2

　　　当中間期変動額合計 ― △1 △2

　　当中間期末残高 9,074 9,071 9,072

　評価・換算差額等合計    

　　前期末残高 9,087 9,116 9,087

　　当中間期変動額    

　　　株主資本以外の項目の当中間期変動額(純額) 30 △23 29

　　　当中間期変動額合計 30 △23 29

　　当中間期末残高 9,117 9,093 9,116

少数株主持分    

　前期末残高 390 466 390

　当中間期変動額    

　　株主資本以外の項目の当中間期変動額(純額) 40 30 76

　　当中間期変動額合計 40 30 76

　当中間期末残高 430 496 466

純資産合計    

　前期末残高 20,891 21,575 20,891

　当中間期変動額    

　　剰余金の配当 ― △143 ―

　　中間純利益 508 314 578

　　自己株式の取得 △1 △0 △1

　　土地再評価差額金の取崩 ― 1 2

　　株主資本以外の項目の当中間期変動額(純額) 70 7 105

　　当中間期変動額合計 577 179 684

　当中間期末残高 21,468 21,754 21,575
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④ 【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

(訂正前)

(単位：百万円)

 
前中間連結会計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

前連結会計年度の要約連結
キャッシュ・フロー計算書
(自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー    

　税金等調整前中間純利益 953 705 1,246

　減価償却費 835 871 1,769

　減損損失 ― 2 4

　有形固定資産除却損 13 24 96

　賞与引当金の増減額(△は減少) 16 9 △1

　貸倒引当金の増減額(△は減少) 4 3 △6

　退職給付引当金の増減額(△は減少) △32 38 △68

　役員退職慰労引当金の増減額(△は減少) 8 9 24

　移転費用引当金の増減額(△は減少) △48 ― △48

　受取利息及び受取配当金 △21 △20 △28

　支払利息 270 260 530

　国庫助成金収入 ― △252 △148

　投資有価証券評価損益(△は益) 0 24 ―

　投資有価証券売却損益(△は益) ― △1 ―

　有形固定資産売却損益(△は益) 21 26 40

　売上債権の増減額(△は増加) △338 △152 △547

　たな卸資産の増減額(△は増加) 17 3 52

　持分法による投資損益(△は益) 5 △5 2

　負ののれん償却額 △17 △2 △35

　仕入債務の増減額(△は減少) △324 △153 △175

　未払法人税等(外形標準課税)の増減額(△は減少) 9 △30 39

　未払消費税等の増減額(△は減少) 137 68 116

　その他 499 △903 1,351

　小計 2,007 524 4,213

　国庫助成金の受取額 ― 295 148

　供託金の支払額 △100 ― ―

　法人税等の支払額 △122 △290 △167

　営業活動によるキャッシュ・フロー 1,785 529 4,194
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(単位：百万円)

 
前中間連結会計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

前連結会計年度の要約連結
キャッシュ・フロー計算書
(自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー    

　定期預金の預入による支出 △44 △180 △910

　定期預金の払戻による収入 10 166 779

　有形固定資産の取得による支出 △471 △1,194 △1,447

　有形固定資産の売却による収入 75 33 59

　貸付けによる支出 △134 △15 △135

　貸付金の回収による収入 22 34 50

　建設協力金の支払による支出 ― ― △140

　投資有価証券の取得による支出 △18 △6 △15

　投資有価証券の売却による収入 ― 2 4

　連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支
出

― ― △11

　利息及び配当金の受取額 22 20 29

　その他 △241 39 △154

　投資活動によるキャッシュ・フロー △779 △1,101 △1,891

財務活動によるキャッシュ・フロー    

　短期借入れによる収入 40,640 38,503 77,719

　短期借入金の返済による支出 △40,050 △37,949 △78,760

　長期借入れによる収入 725 2,250 3,055

　長期借入金の返済による支出 △1,787 △1,748 △3,502

　ファイナンス・リース債務の返済による支出 △105 △174 △227

　割賦債務の返済による支出 △26 △21 △50

　自己株式の取得による支出 △1 △0 △1

　配当金の支払額 ― △143 ―

　少数株主への配当金の支払額 △5 △8 △6

　利息の支払額 △273 △256 △527

　財務活動によるキャッシュ・フロー △882 454 △2,299

現金及び現金同等物の増減額(△は減少) 124 △118 4

現金及び現金同等物の期首残高 2,213 2,217 2,213

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※1　2,337 ※1　2,099 ※1　2,217
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(訂正後)

(単位：百万円)

 
前中間連結会計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

前連結会計年度の要約連結
キャッシュ・フロー計算書
(自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー    

　税金等調整前中間純利益 988 710 1,279

　減価償却費 835 871 1,769

　減損損失 ― 2 4

　有形固定資産除却損 13 24 96

　賞与引当金の増減額(△は減少) 16 9 △1

　貸倒引当金の増減額(△は減少) 4 3 △6

　退職給付引当金の増減額(△は減少) △32 38 △68

　役員退職慰労引当金の増減額(△は減少) 8 9 24

　移転費用引当金の増減額(△は減少) △48 ― △48

　受取利息及び受取配当金 △21 △20 △28

　支払利息 270 260 530

　国庫助成金収入 ― △252 △148

　投資有価証券評価損益(△は益) 0 24 ―

　投資有価証券売却損益(△は益) ― △1 ―

　有形固定資産売却損益(△は益) 21 26 40

　売上債権の増減額(△は増加) △338 △152 △547

　たな卸資産の増減額(△は増加) 17 3 52

　持分法による投資損益(△は益) 5 △5 2

　負ののれん償却額 △17 △2 △35

　仕入債務の増減額(△は減少) △324 △153 △175

　未払法人税等(外形標準課税)の増減額(△は減少) 9 △30 39

　未払消費税等の増減額(△は減少) 137 68 116

　その他 464 △908 1,318

　小計 2,007 524 4,213

　国庫助成金の受取額 ― 295 148

　供託金の支払額 △100 ― ―

　法人税等の支払額 △122 △290 △167

　営業活動によるキャッシュ・フロー 1,785 529 4,194
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(単位：百万円)

 
前中間連結会計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

前連結会計年度の要約連結
キャッシュ・フロー計算書
(自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー    

　定期預金の預入による支出 △44 △180 △910

　定期預金の払戻による収入 10 166 779

　有形固定資産の取得による支出 △471 △1,194 △1,447

　有形固定資産の売却による収入 75 33 59

　貸付けによる支出 △134 △15 △135

　貸付金の回収による収入 22 34 50

　建設協力金の支払による支出 ― ― △140

　投資有価証券の取得による支出 △18 △6 △15

　投資有価証券の売却による収入 ― 2 4

　連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支
出

― ― △11

　利息及び配当金の受取額 22 20 29

　その他 △241 39 △154

　投資活動によるキャッシュ・フロー △779 △1,101 △1,891

財務活動によるキャッシュ・フロー    

　短期借入れによる収入 40,640 38,503 77,719

　短期借入金の返済による支出 △40,050 △37,949 △78,760

　長期借入れによる収入 725 2,250 3,055

　長期借入金の返済による支出 △1,787 △1,748 △3,502

　ファイナンス・リース債務の返済による支出 △105 △174 △227

　割賦債務の返済による支出 △26 △21 △50

　自己株式の取得による支出 △1 △0 △1

　配当金の支払額 ― △143 ―

　少数株主への配当金の支払額 △5 △8 △6

　利息の支払額 △273 △256 △527

　財務活動によるキャッシュ・フロー △882 454 △2,299

現金及び現金同等物の増減額(△は減少) 124 △118 4

現金及び現金同等物の期首残高 2,213 2,217 2,213

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※1　2,337 ※1　2,099 ※1　2,217
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【表示方法の変更】

（訂正前）

前中間連結会計期間

(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当中間連結会計期間

(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

（中間連結キャッシュ・フロー計算書）

①　前中間連結会計期間まで区分掲記しておりました

「その他の資産の増減額（△は増加）」（当中間連

結会計期間は26百万円の増加）および「その他の負

債の増減額（△は減少）」（当中間連結会計期間は

525百万円の増加）は、ＥＤＩＮＥＴへのＸＢＲＬ導

入に伴い中間連結財務諸表の比較可能性を向上する

ため、当中間連結会計期間より両方を合算して営業

活動によるキャッシュ・フローの「その他」に表示

しております。

②　前中間連結会計期間まで区分掲記しておりました

「その他の支出」（当中間連結会計期間は△338百

万円）および「その他の収入」（当中間連結会計期

間は97百万円）は、ＥＤＩＮＥＴへのＸＢＲＬ導入

に伴い中間連結財務諸表の比較可能性を向上するた

め、当中間連結会計期間より両方を合算して投資活

動によるキャッシュ・フローの「その他」に表示し

ております。

―

― （中間連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第

22号　平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令

第５号）の適用に伴い、当中間連結会計期間では、「少

数株主損益調整前中間純利益」の科目を表示しており

ます。
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（訂正後）

前中間連結会計期間

(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当中間連結会計期間

(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

（中間連結キャッシュ・フロー計算書）

①　前中間連結会計期間まで区分掲記しておりました

「その他の資産の増減額（△は増加）」（当中間連

結会計期間は61百万円の増加）および「その他の負

債の増減額（△は減少）」（当中間連結会計期間は

525百万円の増加）は、ＥＤＩＮＥＴへのＸＢＲＬ導

入に伴い中間連結財務諸表の比較可能性を向上する

ため、当中間連結会計期間より両方を合算して営業

活動によるキャッシュ・フローの「その他」に表示

しております。

②　前中間連結会計期間まで区分掲記しておりました

「その他の支出」（当中間連結会計期間は△338百

万円）および「その他の収入」（当中間連結会計期

間は97百万円）は、ＥＤＩＮＥＴへのＸＢＲＬ導入

に伴い中間連結財務諸表の比較可能性を向上するた

め、当中間連結会計期間より両方を合算して投資活

動によるキャッシュ・フローの「その他」に表示し

ております。

―

― （中間連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第

22号　平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令

第５号）の適用に伴い、当中間連結会計期間では、「少

数株主損益調整前中間純利益」の科目を表示しており

ます。
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注記事項

(セグメント情報等)

 

（訂正前）

【事業の種類別セグメント情報】

前中間連結会計期間(自平成21年４月１日　至平成21年９月30日)

 

 
物流関連事業
(百万円)

不動産
賃貸事業
(百万円)

その他事業
(百万円)

計
(百万円)

消去
または全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高       

(1) 外部顧客に対する
売上高

35,531 146 965 36,642 ― 36,642

(2) セグメント間の内部
売上高または振替高

2 ― 42 44 (44) ―

計 35,533 146 1,007 36,686 (44) 36,642

営業費用 34,719 51 925 35,695 (44) 35,651

営業利益 814 95 82 991 ― 991

 

　　前連結会計年度（自　平成21年４月１日　至　平成22年３月31日）
 

 
物流関連事業
(百万円)

不動産
賃貸事業
(百万円)

その他事業
(百万円)

計
(百万円)

消去
または全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高       

(1) 外部顧客に対する
売上高

72,358 292 1,602 74,252 ― 74,252

(2) セグメント間の内部
売上高または振替高

4 ― 89 94 (93) ―

計 72,362 292 1,691 74,345 (93) 74,252

営業費用 71,225 89 1,645 72,959 (93) 72,866

営業利益 1,137 203 46 1,386 ― 1,386

(注) １．事業区分は、種類・性質・市場等の類似性を考慮して区分し、物流関連事業、不動産賃貸事業およびその

他事業の３区分としております。

２．各事業の主な内容は次の通りであります。

(1) 物流関連事業………貨物自動車運送事業および貨物利用運送事業等

(2) 不動産賃貸事業……倉庫賃貸

(3) その他事業…………コンピュータ関連機器の販売および燃料の販売等
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【セグメント情報】

 

当中間連結会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

 

１．報告セグメントの概要

　　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の

配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　　当社グループは、提出会社においては特別積合せ運送事業による輸送サービスやロジスティクス事業による保管

・荷役等のサービスを行うとともに、連結子会社においては一般貨物自動車運送事業による区域輸送サービスを

行っております。その他にも、コンピュータ関連機器の販売および不動産の賃貸も事業展開しております。

　　従って、当社グループは「物流関連事業」、「コンピュータ関連機器販売事業」および「不動産賃貸事業」の３つ

を報告セグメントとしております。

各報告セグメントの製品およびサービスの種類は次の通りであります。

 

報告セグメント 製品およびサービスの種類

 物流関連事業
特別積合せ運送事業による貨物輸送、一般貨物自動車運送事業による貨物
輸送、倉庫業、荷造梱包業、貨物利用運送事業

 コンピュータ関連機器販売事業 商品販売、商品開発、商品保守

 不動産賃貸事業 倉庫の賃貸

 

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益または損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

　　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」

における記載と概ね同一であります。

　　報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益および振替高は市場実勢価

格に基づいております。

 

 

 

 

 

EDINET提出書類

第一貨物株式会社(E04183)

訂正半期報告書

30/50



３．報告セグメントごとの売上高、利益または損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

 

（単位：百万円）

 

報告セグメント

その他
(注)１

調整額
(注)２

中間連結
財務諸表
計上額

物流関連
事業

コンピュ
ータ関連
機器販売
事業

不動産
賃貸事業

計

　売上高        

　　外部顧客への売上高 36,743 649 146 37,538 76 ― 37,614

　　セグメント間の内部
　　売上高または振替高

2 169 ― 171 ― (171) ―

計 36,745 818 146 37,709 76 (171)37,614

　セグメント利益 559 19 95 673 44 (23) 694

　セグメント資産 77,701 950 2,16780,818 1 (4) 80,815

　セグメント負債 58,455 774 0 59,229 ― (0) 59,229

　その他の項目        

　　減価償却費 824 14 33 871 0 ― 871

　　有形固定資産および
　　無形固定資産の増加額

769 ― ― 769 ― ― 769

    持分法適用関連会社
への投資額

90 ― ― 90 ― ― 90

　　（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントで、燃料の販売業および損害保険代

理業等であります。

　　　　　２．「調整額」はセグメント間取引消去額であります。
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（訂正後）

【事業の種類別セグメント情報】

前中間連結会計期間(自平成21年４月１日　至平成21年９月30日)

 

 
物流関連事業
(百万円)

不動産
賃貸事業
(百万円)

その他事業
(百万円)

計
(百万円)

消去
または全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高       

(1) 外部顧客に対する
売上高

35,531 146 965 36,642 ― 36,642

(2) セグメント間の内部
売上高または振替高

2 ― 42 44 (44) ―

計 35,533 146 1,007 36,686 (44) 36,642

営業費用 34,684 51 925 35,660 (44) 35,616

営業利益 849 95 82 1,026 ― 1,026

 

　　前連結会計年度（自　平成21年４月１日　至　平成22年３月31日）
 

 
物流関連事業
(百万円)

不動産
賃貸事業
(百万円)

その他事業
(百万円)

計
(百万円)

消去
または全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高       

(1) 外部顧客に対する
売上高

72,358 292 1,602 74,252 ― 74,252

(2) セグメント間の内部
売上高または振替高

4 ― 89 93 (93) ―

計 72,362 292 1,691 74,345 (93) 74,252

営業費用 71,192 89 1,645 72,926 (93) 72,833

営業利益 1,170 203 46 1,419 ― 1,419

(注) １．事業区分は、種類・性質・市場等の類似性を考慮して区分し、物流関連事業、不動産賃貸事業およびその

他事業の３区分としております。

２．各事業の主な内容は次の通りであります。

(1) 物流関連事業………貨物自動車運送事業および貨物利用運送事業等

(2) 不動産賃貸事業……倉庫賃貸

(3) その他事業…………コンピュータ関連機器の販売および燃料の販売等
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【セグメント情報】

 

当中間連結会計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

 

１．報告セグメントの概要

　　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の

配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　　当社グループは、提出会社においては特別積合せ運送事業による輸送サービスやロジスティクス事業による保管

・荷役等のサービスを行うとともに、連結子会社においては一般貨物自動車運送事業による区域輸送サービスを

行っております。その他にも、コンピュータ関連機器の販売および不動産の賃貸も事業展開しております。

　　従って、当社グループは「物流関連事業」、「コンピュータ関連機器販売事業」および「不動産賃貸事業」の３つ

を報告セグメントとしております。

各報告セグメントの製品およびサービスの種類は次の通りであります。

 

報告セグメント 製品およびサービスの種類

 物流関連事業
特別積合せ運送事業による貨物輸送、一般貨物自動車運送事業による貨物
輸送、倉庫業、荷造梱包業、貨物利用運送事業

 コンピュータ関連機器販売事業 商品販売、商品開発、商品保守

 不動産賃貸事業 倉庫の賃貸

 

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益または損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

　　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」

における記載と概ね同一であります。

　　報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益および振替高は市場実勢価

格に基づいております。
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３．報告セグメントごとの売上高、利益または損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

 

（単位：百万円）

 

報告セグメント

その他
(注)１

調整額
(注)２

中間連結
財務諸表
計上額

物流関連
事業

コンピュ
ータ関連
機器販売
事業

不動産
賃貸事業

計

　売上高        

　　外部顧客への売上高 36,743 649 146 37,538 76 ― 37,614

　　セグメント間の内部
　　売上高または振替高

2 169 ― 171 ― (171) ―

計 36,745 818 146 37,709 76 (171)37,614

　セグメント利益 564 19 95 678 44 (23) 699

　セグメント資産 77,869 950 2,16780,986 1 (4) 80,983

　セグメント負債 58,455 774 0 59,229 ― (0) 59,229

　その他の項目        

　　減価償却費 824 14 33 871 0 ― 871

　　有形固定資産および
　　無形固定資産の増加額

769 ― ― 769 ― ― 769

    持分法適用関連会社
への投資額

90 ― ― 90 ― ― 90

　　（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントで、燃料の販売業および損害保険代

理業等であります。

　　　　　２．「調整額」はセグメント間取引消去額であります。
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(１株当たり情報)

 

（訂正前）

 
前中間連結会計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

前連結会計年度
(自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日)

　１株当たり純資産額 731.20円 　１株当たり純資産額 738.99円 　１株当たり純資産額 733.74円

　１株当たり中間純利益
金額

17.08円
　１株当たり中間純利益
金額

10.89円
１株当たり当期純利益
金額

19.54円

　なお、潜在株式調整後１株当たり中

間純利益金額については、潜在株式

がありませんので、記載しておりま

せん。

　なお、潜在株式調整後１株当たり中

間純利益金額については、潜在株式

がありませんので、記載しておりま

せん。

　なお、潜在株式調整後１株当たり当

期純利益金額については、潜在株式

がありませんので、記載しておりま

せん。

 
(注)　算定上の基礎

 

１．１株当たり純資産額

項　　目
前中間連結会計期間末

（平成21年９月30日）

当中間連結会計期間末

（平成22年９月30日）

前連結会計年度末

（平成22年３月31日）

中間連結貸借対照表(連結貸借対照表)の

純資産の部の合計額（百万円）
21,303 21,586 21,410

普通株式に係る純資産額（百万円） 20,873 21,090 20,944

差額の主な内訳（百万円）

　少数株主持分
430 496 466

普通株式の発行済株式数（千株） 28,600 28,600 28,600

普通株式の自己株式数（千株） 53 61 55

１株当たり純資産額の算定に用いられた

普通株式の数（千株）
28,547 28,539 28,545

 

２．１株当たり中間（当期）純利益

項　　目

前中間連結会計期間

(自　平成21年４月１日

至　平成21年９月30日)

当中間連結会計期間

(自　平成22年４月１日

至　平成22年９月30日)

前連結会計年度

(自　平成21年４月１日

至　平成22年３月31日)

中間連結損益計算書（連結損益

計算書）上の中間（当期）純利
益

(百万円) 488 311 558

普通株式に係る中間（当期）

純利益
(百万円) 488 311 558

普通株主に帰属しない金額 (百万円) ― ― ―

普通株式の期中平均株式数 (千株) 28,548 28,542 28,546
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（訂正後）

 
前中間連結会計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

前連結会計年度
(自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日)

　１株当たり純資産額 737.01円 　１株当たり純資産額 744.86円 　１株当たり純資産額 739.51円

　１株当たり中間純利益
金額

17.80円
　１株当たり中間純利益
金額

10.99円
１株当たり当期純利益
金額

20.23円

　なお、潜在株式調整後１株当たり中

間純利益金額については、潜在株式

がありませんので、記載しておりま

せん。

　なお、潜在株式調整後１株当たり中

間純利益金額については、潜在株式

がありませんので、記載しておりま

せん。

　なお、潜在株式調整後１株当たり当

期純利益金額については、潜在株式

がありませんので、記載しておりま

せん。

 
(注)　算定上の基礎

 

１．１株当たり純資産額

項　　目
前中間連結会計期間末

（平成21年９月30日）

当中間連結会計期間末

（平成22年９月30日）

前連結会計年度末

（平成22年３月31日）

中間連結貸借対照表(連結貸借対照表)の

純資産の部の合計額（百万円）
21,468 21,754 21,575

普通株式に係る純資産額（百万円） 21,038 21,258 21,109

差額の主な内訳（百万円）

　少数株主持分
430 496 466

普通株式の発行済株式数（千株） 28,600 28,600 28,600

普通株式の自己株式数（千株） 53 61 55

１株当たり純資産額の算定に用いられた

普通株式の数（千株）
28,547 28,539 28,545

 

２．１株当たり中間（当期）純利益

項　　目

前中間連結会計期間

(自　平成21年４月１日

至　平成21年９月30日)

当中間連結会計期間

(自　平成22年４月１日

至　平成22年９月30日)

前連結会計年度

(自　平成21年４月１日

至　平成22年３月31日)

中間連結損益計算書（連結損益

計算書）上の中間（当期）純利
益

(百万円) 508 314 578

普通株式に係る中間（当期）

純利益
(百万円) 508 314 578

普通株主に帰属しない金額 (百万円) ― ― ―

普通株式の期中平均株式数 (千株) 28,548 28,542 28,546
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２ 【中間財務諸表等】

(1) 【中間財務諸表】

① 【中間貸借対照表】

(訂正前)

(単位：百万円)

 
前中間会計期間末
(平成21年９月30日)

当中間会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度の
要約貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部    

　流動資産    

　　現金及び預金 1,712 1,555 1,629

　　受取手形 1,087 1,135 1,092

　　営業未収入金 9,103 9,290 9,299

　　有価証券 3 － －

　　貯蔵品 154 113 104

　　繰延税金資産 259 195 560

　　その他 802 724 798

　　貸倒引当金 △312 △289 △295

　　流動資産合計 12,808 12,723 13,187

　固定資産    

　　有形固定資産    

　　　建物(純額) ※2,※3　12,338 ※2,※3　12,784 ※2,※3　13,011

　　　車両運搬具(純額) ※2,※3　1,313 ※2,※3　1,130 ※2,※3　1,213

　　　土地 ※2,※3,※4　43,115 ※2,※3,※4　43,109 ※2,※3,※4　43,111

　　　その他(純額) ※3　2,303 ※3　2,287 ※3　2,253

　　　有形固定資産合計 ※1　59,069 ※1　59,310 ※1　59,588

　　無形固定資産 650 779 797

　　投資その他の資産    

　　　その他 3,049 2,709 2,874

　　　貸倒引当金 △45 △36 △35

　　　投資その他の資産合計 3,004 2,673 2,839

　　固定資産合計 62,723 62,762 63,224

　資産合計 75,531 75,485 76,411
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(単位：百万円)

 
前中間会計期間末
(平成21年９月30日)

当中間会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度の
要約貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部    

　流動負債    

　　営業未払金 6,386 6,377 6,514

　　一年以内償還予定の社債 － ※3　1,000 －

　　短期借入金 ※3　15,059 ※3　13,816 ※3　13,366

　　リース債務 149 220 179

　　未払法人税等 105 102 292

　　未払費用 2,439 2,364 3,298

　　その他 ※5　2,596 ※5　2,306 3,191

　　流動負債合計 26,734 26,185 26,840

　固定負債    

　　社債 ※3　1,000 － ※3　1,000

　　長期借入金 ※3　9,954 ※3　11,435 ※3　10,732

　　リース債務 466 549 500

　　長期未払金 590 253 290

　　退職給付引当金 3,232 3,232 3,232

　　役員退職慰労引当金 202 228 214

　　資産除去債務 － 38 －

　　再評価に係る繰延税金負債 ※4　10,665 ※4　10,663 ※4　10,664

　　繰延税金負債 2,059 2,193 2,321

　　その他 328 328 328

　　固定負債合計 28,496 28,919 29,281

　負債合計 55,230 55,104 56,121

純資産の部    

　株主資本    

　　資本金 2,120 2,120 2,120

　　資本剰余金    

　　　資本準備金 562 562 562

　　　資本剰余金合計 562 562 562

　　利益剰余金    

　　　利益準備金 530 530 530

　　　その他利益剰余金    

　　　　圧縮記帳積立金 5,578 5,478 5,478

　　　　別途積立金 2,000 2,200 2,000

　　　　繰越利益剰余金 401 404 491

　　　利益剰余金合計 8,509 8,612 8,499

　　自己株式 △8 △8 △8

　　株主資本合計 11,183 11,286 11,173

　評価・換算差額等    

　　その他有価証券評価差額金 44 24 45

　　土地再評価差額金 ※4　9,074 ※4　9,071 ※4　9,072

　　評価・換算差額等合計 9,118 9,095 9,117

　純資産合計 20,301 20,381 20,290

負債純資産合計 75,531 75,485 76,411
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(訂正後)

(単位：百万円)

 
前中間会計期間末
(平成21年９月30日)

当中間会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度の
要約貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部    

　流動資産    

　　現金及び預金 1,712 1,555 1,629

　　受取手形 1,087 1,135 1,092

　　営業未収入金 9,103 9,290 9,299

　　有価証券 3 － －

　　貯蔵品 154 113 104

　　繰延税金資産 146 81 449

　　その他 1,081 1,006 1,074

　　貸倒引当金 △312 △289 △295

　　流動資産合計 12,974 12,891 13,352

　固定資産    

　　有形固定資産    

　　　建物(純額) ※2,※3　12,338 ※2,※3　12,784 ※2,※3　13,011

　　　車両運搬具(純額) ※2,※3　1,313 ※2,※3　1,130 ※2,※3　1,213

　　　土地 ※2,※3,※4　43,115 ※2,※3,※4　43,109 ※2,※3,※4　43,111

　　　その他(純額) ※3　2,303 ※3　2,287 ※3　2,253

　　　有形固定資産合計 ※1　59,069 ※1　59,310 ※1　59,588

　　無形固定資産 650 779 797

　　投資その他の資産    

　　　その他 3,049 2,709 2,874

　　　貸倒引当金 △45 △36 △35

　　　投資その他の資産合計 3,004 2,673 2,839

　　固定資産合計 62,723 62,762 63,224

　資産合計 75,697 75,653 76,576
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(単位：百万円)

 
前中間会計期間末
(平成21年９月30日)

当中間会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度の
要約貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部    

　流動負債    

　　営業未払金 6,386 6,377 6,514

　　一年以内償還予定の社債 － ※3　1,000 －

　　短期借入金 ※3　15,059 ※3　13,816 ※3　13,366

　　リース債務 149 220 179

　　未払法人税等 105 102 292

　　未払費用 2,439 2,364 3,298

　　その他 ※5　2,596 ※5　2,306 3,191

　　流動負債合計 26,734 26,185 26,840

　固定負債    

　　社債 ※3　1,000 － ※3　1,000

　　長期借入金 ※3　9,954 ※3　11,435 ※3　10,732

　　リース債務 466 549 500

　　長期未払金 590 253 290

　　退職給付引当金 3,232 3,232 3,232

　　役員退職慰労引当金 202 228 214

　　資産除去債務 － 38 －

　　再評価に係る繰延税金負債 ※4　10,665 ※4　10,663 ※4　10,664

　　繰延税金負債 2,059 2,193 2,321

　　その他 328 328 328

　　固定負債合計 28,496 28,919 29,281

　負債合計 55,230 55,104 56,121

純資産の部    

　株主資本    

　　資本金 2,120 2,120 2,120

　　資本剰余金    

　　　資本準備金 562 562 562

　　　資本剰余金合計 562 562 562

　　利益剰余金    

　　　利益準備金 530 530 530

　　　その他利益剰余金    

　　　　圧縮記帳積立金 5,578 5,478 5,478

　　　　別途積立金 2,000 2,200 2,000

　　　　繰越利益剰余金 567 572 656

　　　利益剰余金合計 8,675 8,780 8,664

　　自己株式 △8 △8 △8

　　株主資本合計 11,349 11,454 11,338

　評価・換算差額等    

　　その他有価証券評価差額金 44 24 45

　　土地再評価差額金 ※4　9,074 ※4　9,071 ※4　9,072

　　評価・換算差額等合計 9,118 9,095 9,117

　純資産合計 20,467 20,549 20,455

負債純資産合計 75,697 75,653 76,576
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② 【中間損益計算書】

(訂正前)

(単位：百万円)

 
前中間会計期間

(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当中間会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

前事業年度の
要約損益計算書

(自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日)

営業収益 33,373 34,169 67,762

営業原価 31,572 32,499 64,597

営業総利益 1,801 1,670 3,165

販売費及び一般管理費 1,066 1,123 2,178

営業利益 735 547 987

営業外収益 ※1　129 ※1　157 ※1　291

営業外費用 ※2　259 ※2　302 ※2　526

経常利益 605 402 752

特別利益 ※3　115 ※3　271 ※3　210

特別損失 ※4　30 ※4　114 ※4　155

税引前中間純利益 690 559 807

法人税、住民税及び事業税 50 54 220

法人税等調整額 289 250 248

法人税等合計 339 304 468

中間純利益 351 255 339
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(訂正後)

(単位：百万円)

 
前中間会計期間

(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当中間会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

前事業年度の
要約損益計算書

(自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日)

営業収益 33,373 34,169 67,762

営業原価 31,539 32,494 64,566

営業総利益 1,834 1,675 3,196

販売費及び一般管理費 1,064 1,123 2,176

営業利益 770 552 1,020

営業外収益 ※1　129 ※1　157 ※1　291

営業外費用 ※2　259 ※2　302 ※2　526

経常利益 640 407 785

特別利益 ※3　115 ※3　271 ※3　210

特別損失 ※4　30 ※4　114 ※4　155

税引前中間純利益 725 564 840

法人税、住民税及び事業税 50 54 220

法人税等調整額 303 252 261

法人税等合計 353 306 481

中間純利益 372 258 359
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③ 【中間株主資本等変動計算書】

(訂正前)

(単位：百万円)

 
前中間会計期間

(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当中間会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

前事業年度の要約
株主資本等変動計算書
(自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日)

株主資本    

　資本金    

　　前期末残高 2,120 2,120 2,120

　　当中間期末残高 2,120 2,120 2,120

　資本剰余金    

　　資本準備金    

　　　前期末残高 562 562 562

　　　当中間期末残高 562 562 562

　　資本剰余金合計    

　　　前期末残高 562 562 562

　　　当中間期末残高 562 562 562

　利益剰余金    

　　利益準備金    

　　　前期末残高 530 530 530

　　　当中間期末残高 530 530 530

　　その他利益剰余金    

　　　圧縮記帳積立金    

　　　　前期末残高 5,578 5,478 5,578

　　　　当中間期変動額    

　　　　　圧縮記帳積立金の取崩 ― ― △100

　　　　　当中間期変動額合計 ― ― △100

　　　　当中間期末残高 5,578 5,478 5,478

　　　別途積立金    

　　　　前期末残高 2,400 2,000 2,400

　　　　当中間期変動額    

　　　　　別途積立金の積立 ― 200 ―

　　　　　別途積立金の取崩 △400 ― △400

　　　　　当中間期変動額合計 △400 200 △400

　　　　当中間期末残高 2,000 2,200 2,000

　　　繰越利益剰余金    

　　　　前期末残高 △350 491 △350

　　　　当中間期変動額    

　　　　　剰余金の配当 ― △143 ―

　　　　　中間純利益 351 255 339

　　　　　圧縮記帳積立金の取崩 ― ― 100

　　　　　別途積立金の積立 ― △200 ―

　　　　　別途積立金の取崩 400 ― 400

　　　　　土地再評価差額金の取崩 ― 1 2

　　　　　当中間期変動額合計 751 △87 841

　　　　当中間期末残高 401 404 491
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(単位：百万円)

 
前中間会計期間

(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当中間会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

前事業年度の要約
株主資本等変動計算書
(自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日)

　　利益剰余金合計    

　　　前期末残高 8,158 8,499 8,158

　　　当中間期変動額    

　　　　剰余金の配当 ― △143 ―

　　　　中間純利益 351 255 339

　　　　圧縮記帳積立金の取崩 ― ― ―

　　　　別途積立金の積立 ― ― ―

　　　　別途積立金の取崩 ― ― ―

　　　　土地再評価差額金の取崩 ― 1 2

　　　　当中間期変動額合計 351 113 341

　　　当中間期末残高 8,509 8,612 8,499

　自己株式    

　　前期末残高 △7 △8 △7

　　当中間期変動額    

　　　自己株式の取得 △1 △0 △1

　　　当中間期変動額合計 △1 △0 △1

　　当中間期末残高 △8 △8 △8

　株主資本合計    

　　前期末残高 10,833 11,173 10,833

　　当中間期変動額    

　　　剰余金の配当 ― △143 ―

　　　中間純利益 351 255 339

　　　自己株式の取得 △1 △0 △1

　　　土地再評価差額金の取崩 ― 1 2

　　　当中間期変動額合計 350 113 340

　　当中間期末残高 11,183 11,286 11,173

評価・換算差額等    

　その他有価証券評価差額金    

　　前期末残高 15 45 15

　　当中間期変動額    

　　　株主資本以外の項目の当中間期変動額(純額) 29 △21 30

　　　当中間期変動額合計 29 △21 30

　　当中間期末残高 44 24 45

　土地再評価差額金    

　　前期末残高 9,074 9,072 9,074

　　当中間期変動額    

　　　株主資本以外の項目の当中間期変動額(純額) ― △1 △2

　　　当中間期変動額合計 ― △1 △2

　　当中間期末残高 9,074 9,071 9,072

　評価・換算差額等合計    

　　前期末残高 9,089 9,117 9,089

　　当中間期変動額    

　　　株主資本以外の項目の当中間期変動額(純額) 29 △22 28

　　　当中間期変動額合計 29 △22 28

　　当中間期末残高 9,118 9,095 9,117
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(単位：百万円)

 
前中間会計期間

(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当中間会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

前事業年度の要約
株主資本等変動計算書
(自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日)

純資産合計    

　前期末残高 19,922 20,290 19,922

　当中間期変動額    

　　剰余金の配当 ― △143 ―

　　中間純利益 351 255 339

　　自己株式の取得 △1 △0 △1

　　土地再評価差額金の取崩 ― 1 2

　　株主資本以外の項目の当中間期変動額(純額) 29 △22 28

　　当中間期変動額合計 379 91 368

　当中間期末残高 20,301 20,381 20,290
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(訂正後)

(単位：百万円)

 
前中間会計期間

(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当中間会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

前事業年度の要約
株主資本等変動計算書
(自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日)

株主資本    

　資本金    

　　前期末残高 2,120 2,120 2,120

　　当中間期末残高 2,120 2,120 2,120

　資本剰余金    

　　資本準備金    

　　　前期末残高 562 562 562

　　　当中間期末残高 562 562 562

　　資本剰余金合計    

　　　前期末残高 562 562 562

　　　当中間期末残高 562 562 562

　利益剰余金    

　　利益準備金    

　　　前期末残高 530 530 530

　　　当中間期末残高 530 530 530

　　その他利益剰余金    

　　　圧縮記帳積立金    

　　　　前期末残高 5,578 5,478 5,578

　　　　当中間期変動額    

　　　　　圧縮記帳積立金の取崩 ― ― △100

　　　　　当中間期変動額合計 ― ― △100

　　　　当中間期末残高 5,578 5,478 5,478

　　　別途積立金    

　　　　前期末残高 2,400 2,000 2,400

　　　　当中間期変動額    

　　　　　別途積立金の積立 ― 200 ―

　　　　　別途積立金の取崩 △400 ― △400

　　　　　当中間期変動額合計 △400 200 △400

　　　　当中間期末残高 2,000 2,200 2,000

　　　繰越利益剰余金    

　　　　前期末残高 △205 656 △205

　　　　当中間期変動額    

　　　　　剰余金の配当 ― △143 ―

　　　　　中間純利益 372 258 359

　　　　　圧縮記帳積立金の取崩 ― ― 100

　　　　　別途積立金の積立 ― △200 ―

　　　　　別途積立金の取崩 400 ― 400

　　　　　土地再評価差額金の取崩 ― 1 2

　　　　　当中間期変動額合計 772 △84 861

　　　　当中間期末残高 567 572 656
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(単位：百万円)

 
前中間会計期間

(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当中間会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

前事業年度の要約
株主資本等変動計算書
(自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日)

　　利益剰余金合計    

　　　前期末残高 8,303 8,664 8,303

　　　当中間期変動額    

　　　　剰余金の配当 ― △143 ―

　　　　中間純利益 372 258 359

　　　　圧縮記帳積立金の取崩 ― ― ―

　　　　別途積立金の積立 ― ― ―

　　　　別途積立金の取崩 ― ― ―

　　　　土地再評価差額金の取崩 ― 1 2

　　　　当中間期変動額合計 372 116 361

　　　当中間期末残高 8,675 8,780 8,664

　自己株式    

　　前期末残高 △7 △8 △7

　　当中間期変動額    

　　　自己株式の取得 △1 △0 △1

　　　当中間期変動額合計 △1 △0 △1

　　当中間期末残高 △8 △8 △8

　株主資本合計    

　　前期末残高 10,978 11,338 10,978

　　当中間期変動額    

　　　剰余金の配当 ― △143 ―

　　　中間純利益 372 258 359

　　　自己株式の取得 △1 △0 △1

　　　土地再評価差額金の取崩 ― 1 2

　　　当中間期変動額合計 371 116 360

　　当中間期末残高 11,349 11,454 11,338

評価・換算差額等    

　その他有価証券評価差額金    

　　前期末残高 15 45 15

　　当中間期変動額    

　　　株主資本以外の項目の当中間期変動額(純額) 29 △21 30

　　　当中間期変動額合計 29 △21 30

　　当中間期末残高 44 24 45

　土地再評価差額金    

　　前期末残高 9,074 9,072 9,074

　　当中間期変動額    

　　　株主資本以外の項目の当中間期変動額(純額) ― △1 △2

　　　当中間期変動額合計 ― △1 △2

　　当中間期末残高 9,074 9,071 9,072

　評価・換算差額等合計    

　　前期末残高 9,089 9,117 9,089

　　当中間期変動額    

　　　株主資本以外の項目の当中間期変動額(純額) 29 △22 28

　　　当中間期変動額合計 29 △22 28

　　当中間期末残高 9,118 9,095 9,117
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(単位：百万円)

 
前中間会計期間

(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当中間会計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

前事業年度の要約
株主資本等変動計算書
(自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日)

純資産合計    

　前期末残高 20,067 20,455 20,067

　当中間期変動額    

　　剰余金の配当 ― △143 ―

　　中間純利益 372 258 359

　　自己株式の取得 △1 △0 △1

　　土地再評価差額金の取崩 ― 1 2

　　株主資本以外の項目の当中間期変動額(純額) 29 △22 28

　　当中間期変動額合計 400 94 388

　当中間期末残高 20,467 20,549 20,455
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独立監査人の中間監査報告書
 

平成24年６月８日

第一貨物株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 　今　野　利　明　　　印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 　小　池　伸　城　　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲

げられている第一貨物株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の中間連結会

計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る訂正報告書の中間連結財務諸表、すなわち、中

間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結株主資本等変動計算書及び中間連結キャッシュ・フロー計

算書について中間監査を行った。この中間連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立

の立場から中間連結財務諸表に対する意見を表明することにある。

当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人

に中間連結財務諸表には全体として中間連結財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうよ

うな重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中

心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果と

して中間連結財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。

当監査法人は、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表

の作成基準に準拠して、第一貨物株式会社及び連結子会社の平成22年９月30日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する中間連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認める。

 

追記情報

半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の５第５項の規

定に基づき中間連結財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の中間連結財務諸表について中間監査を

行った。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上
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独立監査人の中間監査報告書
 

平成24年６月８日

第一貨物株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 　今　野　利　明　　　印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 　小　池　伸　城　　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲

げられている第一貨物株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの第70期事業年度の中間会計

期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る訂正報告書の中間財務諸表、すなわち、中間貸借

対照表、中間損益計算書及び中間株主資本等変動計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人

に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要

な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした

監査手続に必要に応じて追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間

財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基

準に準拠して、第一貨物株式会社の平成22年９月30日現在の財政状態及びに同日をもって終了する中間会計期

間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）の経営成績に関する有用な情報を表示しているものと認

める。

 

追記情報

半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の５第５項の規

定に基づき中間財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の中間財務諸表について中間監査を行った。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上
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